水上勉『鳥たちの夜』論―原発問題をめぐる〈ディスカッション小説〉の試み― by 岡 英里奈
　
　
一
．
は
じ
め
に
　
水
上
勉
の
長
編
小
説
『
鳥
た
ち
の
夜
』
は
、
一
九
八
二
年
一
月
か
ら
二
八
〇
回
に
わ
た
り
、『
京
都
新
聞
』
や
『
岩
手
日
報
』
を
始
め
と
す
る
地
方
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
⑴
。
そ
の
後
一
九
八
四
年
一
一
月
に
、
単
行
本
が
上
下
巻
に
分
か
れ
集
英
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
に
内
容
に
触
れ
て
お
く
と
、
主
人
公
は
福
井
県
若
狭
地
方
に
暮
ら
す
元
中
学
校
教
師
の
木
田
で
あ
り
、
彼
が
定
年
退
職
を
機
に
、
「
追
加
指
導
」
と
称
し
て
五
名
の
元
教
え
子
と
家
出
中
の
娘
に
会
う
た
め
、
京
都
、
愛
知
、
東
京
、
千
葉
を
旅
す
る
過
程
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
五
名
の
元
教
え
子
と
は
、「
七
、
八
年
前
」
に
集
団
就
職
を
斡
旋
し
た
も
の
の
、
何
ら
か
の
理
由
で
「
単
独
離
脱
」
し
、
行
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
若
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
斡
旋
さ
れ
た
仕
事
を
離
れ
た
後
も
、
都
会
の
片
隅
で
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
る
者
も
あ
れ
ば
、
逆
境
の
中
で
心
身
を
壊
し
、
既
に
命
を
落
と
し
て
い
る
者
も
あ
っ
た
。
貧
し
き
地
方
出
身
者
が
仕
事
を
求
め
て
外
部（
都
会
）へ
出
て
行
き
、
心
身
を
蝕
ま
れ
て
い
く
と
い
う
話
型
は
、『
飢
餓
海
峡
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
）、『
湖
の
琴
』（
講
談
社
、
一
九
六
六
年
）を
始
め
と
し
、
水
上
が
作
家
活
動
の
初
期
か
ら
書
き
続
け
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、『
鳥
た
ち
の
夜
』
は
そ
う
し
た
水
上
文
学
の
話
型
を
バ
ブ
ル
経
済
直
前
の
一
九
八
〇
年
代
初
頭
を
舞
台
に
展
開
し
た
も
の
と
い
え
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
い
く
つ
か
の
解
説
や
レ
ヴ
ュ
ー
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
⑵
、
こ
の
小
説
が
注
目
に
値
す
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
若
者
の
労
働
力
や
時
に
生
命
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
地
方
と
都
市
部
と
の
被
搾
取―
搾
取
の
関
係
に
加
え
、
原
発
を
抱
え
る
地
域
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水
上
勉
『
鳥
た
ち
の
夜
』
論
岡　
英　
里　
奈
―
原
発
問
題
を
め
ぐ
る〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
小
説
〉の
試
み―
の
問
題
や
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
地
方
と
都
市
部
と
の
歪
な
関
係
を
描
き
出
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
詳
細
は
次
節
に
譲
る
が
、
水
上
の
原
発
に
対
す
る
発
言
は
、
福
井
県
若
狭
地
方
に
お
い
て
原
発
の
立
地
が
集
中
す
る
時
期
、
特
に
彼
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
大
飯
町
に
原
発
が
建
設
さ
れ
た
一
九
七
九
年
頃
か
ら
見
ら
れ
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
本
作
の
連
載
開
始
と
同
時
期
に
短
編
「
金
槌
の
話
」（『
海
燕
』
一
九
八
二
年
一
月
号
）、
一
九
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
前
後
に
当
た
る
時
期
に
短
編
「
む
げ
ん
の
鳥
」（『
海
燕
』
一
九
八
六
年
一
月
号
）、
長
編
『
故
郷
』（
一
九
八
七
年
二
月
か
ら
各
地
方
紙
に
連
載
、
初
刊
は
集
英
社
、
一
九
九
七
年
六
月
）
と
い
っ
た
小
説
を
発
表
し
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
後
の
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
発
言
は
、
近
年
『
若
狭
が
た
り―
わ
が
「
原
発
」
撰
抄
』（
正
津
勉
編
、
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
が
、『
鳥
た
ち
の
夜
』
は
、
水
上
の
原
発
を
め
ぐ
る
著
作
の
中
で
も
、
初
期
に
位
置
す
る
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
、
同
じ
く
原
発
を
題
材
に
小
説
を
書
い
た
作
家
に
、
水
上
と
も
親
交
の
あ
っ
た
野
坂
昭
如
（「
乱
離
骨
灰
鬼
胎
草
」『
小
説
現
代
』
一
九
八
〇
年
四
月
号
）
と
井
上
光
晴
（「
西
海
原
子
力
発
電
所
」『
文
学
界
』
一
九
八
六
年
七
・
八
月
号
、「
輸
送
」『
文
学
界
』
一
九
八
八
年
七
・
一
〇
月
号
）
が
あ
る
。
加
え
て
井
上
の
場
合
に
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
原
爆
、
被
爆
を
め
ぐ
る
作
品
群
の
蓄
積
も
見
逃
せ
な
い
。
彼
ら
の
作
品
と
比
較
し
た
と
き
、
水
上
に
よ
る
「
原
発
小
説
」、
特
に
『
鳥
た
ち
の
夜
』
の
特
徴
は
、
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
。
示
唆
的
で
あ
る
の
は
、「
金
槌
の
話
」
を
中
心
に
論
じ
る
川
村
湊
「
原
発
と
日
本
の
文
学
者
」（『
い
ま
こ
そ
私
は
原
発
に
反
対
し
ま
す
。』
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
の
次
の
言
葉
で
あ
る
。
　
　
『
鳥
た
ち
の
夜
』
で
は
、
登
場
人
物
た
ち
は
、
原
発
の
是
非
や
、
そ
の
危
険
性
や
社
会
的
有
用
性
や
存
続
の
可
否
に
つ
い
て
論
議
す
　
　
る
。
原
発
問
題
小
説
と
称
し
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
⑶
　
若
狭
地
方
と
思
し
き
原
発
立
地
地
域
の
前
史
を
、「
卵
塔
村
」
と
い
う
世
間
か
ら
排
除
さ
れ
た
異
形
の
者
た
ち
の
歴
史
と
す
る
こ
と
で
、
原
発
立
地
を
あ
る
種
の
因
縁
譚
と
し
て
描
く
野
坂
「
乱
離
骨
灰
鬼
胎
草
」
や
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
や
被
爆
の
問
題
に
鋭
く
切
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り
込
ん
だ
井
上
「
西
海
原
子
力
発
電
所
」
や
「
輸
送
」
、そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、『
鳥
た
ち
の
夜
』
は
核
の
恐
怖
や
お
ぞ
ま
し
さ
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
原
発
に
反
す
る
思
想
⑷
が
わ
か
り
や
す
く
提
示
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
主
人
公
で
あ
る
木
田
は
、
自
身
の
暮
ら
す
大
飯
の
原
発
に
対
し
、
特
に
賛
成
で
も
反
対
で
も
な
い
と
い
う
、
こ
う
言
っ
て
よ
け
れ
ば
、
原
発
立
地
地
域
に
お
け
る
ご
く「
普
通
」
の
思
想
（
＝
無
思
想
）
の
持
ち
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
木
田
が
、
若
狭
を
離
れ
、
京
都
か
ら
愛
知
、
東
京
へ
と
旅
す
る
中
で
、
偶
然
に
出
会
っ
た
人
々
や
元
教
え
子
と
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
若
狭
の
原
発
を
め
ぐ
る
議
論
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
議
論
を
経
て
、
最
終
的
に
木
田
が
原
発
に
対
し
て
何
ら
か
の
明
確
な
立
場
を
得
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
こ
の
小
説
は
、
原
発
に
つ
い
て
議
論
す
る
、
い
や
議
論
未
満
と
も
言
え
る
会
話
を
交
わ
す
、
そ
の
こ
と
自
体
を
描
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
、
登
場
人
物
た
ち
が
原
発
を
め
ぐ
っ
て
会
話
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う
特
徴
は
、
続
く
長
編
小
説
で
あ
る
『
故
郷
』
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
前
掲
『
若
狭
が
た
り
』
の
序
文
と
し
て
書
か
れ
た
窪
島
誠
一
郎「
「
故
郷
」
は
筐
底
に
あ
り―
水
上
勉
と
「
原
発
」」
で
は
、『
故
郷
』
に
お
け
る
登
場
人
物
た
ち
の
会
話
の
場
面
の
引
用
後
、「
こ
の
小
説
は
「
原
発
容
認
派
」
と
「
否
定
派
」、
そ
し
て
富
美
子
の
よ
う
な
「
故
郷
擁
護
派
」
と
が
三
つ
ど
も
え
と
な
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
小
説
で
あ
る
と
も
い
え
る
」⑸
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
原
発
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
、
話
す
こ
と
そ
の
も
の
を
小
説
の
中
に
描
く
こ
と―
そ
れ
は
水
上
が
原
発
問
題
を
小
説
化
す
る
に
際
し
、
意
図
的
に
採
用
し
た
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
稿
は
、
こ
の
方
法
と
し
て
の
議
論
と
い
う
点
（
以
下
、〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
小
説
〉
と
す
る
）
に
注
目
し
、
特
に
そ
の
方
法
の
最
初
の
試
み
と
い
え
る
『
鳥
た
ち
の
夜
』
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
、
「
原
発
文
学
」
は
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
等
し
い
形
で
論
じ
ら
れ
、
早
く
は
川
村
湊
『
原
発
と
原
爆
｜
「
核
」
の
戦
後
精
神
史
』（
河
出
書
房
新
社
、二
○
一
年
八
月
）、『
震
災・原
発
文
学
論
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
、
二
○
一三
年
三
月
）、
近
年
で
は
黒
古
一
夫
『
原
発
文
学
史
・
論　
絶
望
的
な
「
核
（
原
発
）」
状
況
に
抗
し
て
』（
社
会
評
論
社
、
二
○
一
八
年
六
月
）が
ま
と
ま
っ
た
成
果
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、
水
上
の
「
原
発
小
説
」
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
井
上
や
野
坂
と
い
っ
た
「
原
発
小
説
」
－68－
が
「
核
」
の
恐
怖
や
「
被
曝
」
の
恐
怖
、
差
別
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、
水
上
は
さ
ら
に
「
原
発
立
地
の
問
題
」
を
鋭
く
問
い
か
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
最
も
多
く
の
原
発
を
抱
え
る
「
原
発
銀
座
」
若
狭
に
生
ま
れ
た
水
上
は
、
故
郷
が
原
発
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
生
き
る
若
狭
人
の
声
を
、
い
か
に
小
説
と
し
て
表
現
し
た
の
か
。
当
時
の
若
狭
の
原
発
を
め
ぐ
る
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
本
作
に
お
け
る
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
の
様
相
を
分
析
し
て
い
く
。
二
．
一
九
八
〇
年
前
後
に
お
け
る
水
上
と
原
発
二 
| 
一
．
若
狭
地
方
に
お
け
る
原
発
集
中
化
の
過
程
　
本
節
で
は
、『
鳥
た
ち
の
夜
』
連
載
開
始
時
期
に
あ
た
る
一
九
八
〇
年
前
後
に
お
け
る
水
上
の
原
発
を
め
ぐ
る
発
言
に
焦
点
を
あ
て
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
ま
ず
は
彼
の
故
郷
で
あ
る
福
井
県
若
狭
地
方
の
原
発
集
中
化
の
歴
史
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
　
戦
後
日
本
に
お
け
る
原
子
力
政
策
は
、
一
九
五
五
年
、
所
謂
「
五
五
年
体
制
」
の
形
成
に
あ
た
る
大
規
模
な
政
界
再
編
成
の
動
き
と
並
行
し
、
五
五
年
一
一
月
の
日
米
原
子
力
協
定
の
調
印
（
翌
月
発
行
）、
一
二
月
の
原
子
力
三
法
案
の
成
立
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
福
井
県
若
狭
地
方
に
お
け
る
原
発
集
中
化
は
、
日
本
原
電
敦
賀
発
電
所
一
号
機
の
建
設
を
皮
切
り
と
す
る
（
一
九
六
六
年
着
工
開
始
、
七
〇
年
運
転
開
始
）
。建
設
地
と
な
っ
た
敦
賀
市
で
は
、
そ
の
後
「
ふ
げ
ん
（
新
型
転
換
炉
原
型
炉
、
一
九
七
八
年
運
転
開
始
、
二
〇
〇
三
年
廃
炉
決
定
）」、「
も
ん
じ
ゅ
（
高
速
増
殖
原
型
炉
、
一
九
九
一
年
運
転
開
始
）」
や
原
子
力
関
連
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
関
西
電
力
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
が
敦
賀
市
以
西
の
美
浜
町
（
一
九
七
〇
年
、
一
号
機
運
転
開
始
）、
高
浜
町
（
一
九
七
四
年
、
一
号
機
運
転
開
始
）
に
建
設
さ
れ
、
水
上
の
生
ま
れ
故
郷
に
あ
た
る
大
飯
町
で
も
、
同
社
に
よ
る
大
飯
原
発
一
・
二
号
機
が
一
九
七
九
年
に
相
次
い
で
運
転
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
て
、
全
国
に
お
け
る
全
五
九
基
の
う
ち
一
五
基
が
集
中
す
る
原
発
密
集
地
域―
い
わ
ゆ
る
「
原
発
銀
座
」―
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
『
鳥
た
ち
の
夜
』
連
載
開
始
時
期
に
あ
た
る
一
九
八
〇
年
前
後
は
、
高
浜
原
発
お
よ
び
大
飯
原
発
の
増
設
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
反
対
運
動
が
起
こ
る
も
、
そ
れ
が
こ
と
ご
と
く
ね
じ
伏
せ
ら
れ
て
き
た
時
期
に
相
当
す
る
⑹
。
高
浜
原
発
に
つ
い
て
は
、
三
・
四
号
機
増
設
の
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動
き
に
際
し
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
反
対
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
一
九
七
七
年
に
は
敦
賀
市
本
蓮
寺
の
後
藤
日
雄
住
職
、
小
浜
市
明
通
寺
の
中
島
哲
演
副
住
職
に
よ
る
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
を
経
て
、
一
九
八
〇
年
に
日
本
初
の
「
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
の
実
施
に
漕
ぎ
つ
け
た
が
、
増
設
中
止
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
八
五
年
、
運
転
開
始
）。
ま
た
大
飯
原
発
三
、
四
号
機
の
増
設
は
、
敦
賀
原
発
の
放
射
能
漏
え
い
事
故
の
直
後
、
一
九
八
一
年
八
月
に
持
ち
上
が
り
、
住
民
は
反
発
、
一
九
八
四
年
に
は
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
反
対
す
る
集
会
や
デ
モ
に
県
内
外
か
ら
約
二
六
〇
〇
名
が
参
加
し
た
が
、
機
動
隊
員
や
警
官
隊
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
た
（
九
一
年
三
号
機
、
九
三
年
四
号
機
、
運
転
開
始
）。一
九
八
〇
年
前
後
と
は
、
福
井
県
若
狭
地
方
に
お
け
る
原
発
密
集
の
、
い
わ
ば
第
二
期
と
呼
べ
る
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。
二 
| 
二
．
一
九
八
〇
年
前
後
に
お
け
る
水
上
と
原
発
　
で
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
水
上
は
原
発
に
対
し
ど
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
発
言
の
背
景
に
は
、
原
発
問
題
を
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
捉
え
る
見
方
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
雑
誌
記
事
を
中
心
と
す
る
調
査
⑺
で
は
、
一
九
七
九
年
と
八
一
年
に
、
次
の
三
つ
の
記
事
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
（
１
）
土
方
鉄
と
の
対
談
「
差
別
と
文
学
」
上
・
中
・
下
、『
部
落
解
放
』
一
九
七
九
年
四
〜
六
月
号
　
　
（
２
）
市
川
白
弦
と
の
対
談
「
宗
教
者
の
資
質
を
問
う
」、『
現
代
の
眼
』
一
九
八
一
年
八
月
号
　
　
（
３
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
な
ぜ
ふ
る
さ
と
を
め
ざ
す
の
か
」
聞
き
手
・
鶴
見
俊
介
、『
思
想
の
科
学
』
一
九
八
一
年
一
一
月
号
　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
比
較
的
原
発
に
関
し
て
ま
と
ま
っ
た
発
言
が
見
ら
れ
る
の
は
（
２
）、（
３
）
で
あ
る
。（
２
）
の
宗
教
家
・
市
川
白
玄
と
の
対
談
の
主
軸
に
あ
る
の
は
、
両
者
と
も
に
縁
の
深
い
臨
済
宗
を
主
と
す
る
親
権
力
的
で
差
別
的
な
仏
教
（
禅
宗
）
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
が
、
そ
の
文
脈
の
中
で
仏
教
国
で
も
あ
り
現
在
は
「
原
発
銀
座
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
若
狭
に
対
す
る
発
言
が
見
ら
れ
る
。
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こ
こ
で
言
い
た
い
け
れ
ど
も
、私
の
若
狭
は
原
発
が
九
基
、三
基
が
増
設
中
、日
本
一の
原
子
力
発
電
を
集
合
さ
せ
て
、庶
民
が
そ
れ
を
背
負
　
　
い
ま
し
た
。あ
の
小
さ
い
若
狭
、田
圃
も
山
も
小
さ
い
私
の
故
郷
で
す
が
。（
中
略
）①
い
ま
こ
の
ホ
テ
ル
で
話
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
真
昼
の
煌
々
　
　
た
る
電
燈
も
全
部
原
発
か
ら
来
る
電
気
で
し
ょ
う
。私
の
故
郷
は
、一
基
背
負
う
た
め
に
、あ
る
原
発
は
た
れ
流
し
の
放
射
能
を
か
く
し
た
り
、
　
　
い
ろ
い
ろ
や
り
な
が
ら
皆
さ
ん
の
文
明
生
活
の
た
め
に
電
力
を
送
って
い
る
わ
け
で
す
。昔
の
漁
業
権
は
も
ち
ろ
ん
原
電
に
補
償
金
と
い
う
名
　
　
目
で
売
り
渡
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
、禁
止
区
域
に
入
って
子
供
ま
で
ワ
カ
メ
を
取
ら
ね
ば
生
き
て
ゆ
け
な
い
。②
原
発
さ
ん
が
買
い
上
げ
て
く
れ
　
　
る
か
ら
。食
べ
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。燃
や
し
て
し
ま
う
ん
で
す
。去
年
と
同
じ
値
で
買
って
く
れ
ま
す
か
ら
、ど
ん
ど
ん
わ
か
め
を
と
って
　
　
生
き
て
い
ま
す
ね
、漁
師
は
。／
そ
ん
な
棄
民
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
中
で
、禅
宗
の
寺
、天
台
の
寺
、真
言
の
寺…
…
いっ
ぱ
い
あ
って
仏
教
国
　
　
で
す
ね
、若
狭
は
。だ
が
民
衆
の
地
獄
と
いった
も
の
に
降
り
て
行
って
発
言
し
て
い
る
和
尚
は
私
の
知
る
限
り
で
は
少
な
い
。（
傍
線
：
引
用
者
、／
は
改
　
　
行
）⑻
　
傍
線
部
①
の
都
市
の
文
明
生
活
を
支
え
る
た
め
の
原
発
、
ま
た
傍
線
部
②
の
ワ
カ
メ
の
話
な
ど
、
こ
の
時
期
の
水
上
に
よ
る
原
発
を
め
ぐ
る
発
言
は
、『
鳥
た
ち
の
夜
』
に
お
け
る
登
場
人
物
た
ち
の
発
言
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
特
に
作
中
に
お
い
て
、
①
の
よ
う
な
都
市
文
明
批
判
の
言
葉
を
代
弁
す
る
の
が
、
木
田
の
元
同
僚
・
磯
山
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
は
物
語
の
現
在
に
お
い
て
は
原
発
関
連
会
社
の
広
報
の
職
に
就
い
て
お
り
、
そ
の
発
言
の
物
語
内
に
お
け
る
あ
り
方
に
は
、
あ
る
屈
折
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
②
の
ワ
カ
メ
の
話
に
も
ま
た
同
様
の
屈
折
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
発
言
に
お
い
て
水
上
が
、
若
狭
地
方
に
お
け
る
原
発
集
中
化
を
明
確
に
「
棄
民
政
策
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
水
上
の
発
言
に
は
、
現
状
肯
定
と
も
取
れ
る
よ
う
な
わ
か
り
に
く
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
発
言
の
根
底
に
は
、
多
く
の
原
発
を
抱
え
込
ん
だ
若
狭
の
民
は
「
棄
民
」
な
の
で
あ
り
、
原
発
を
建
設
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
棄
て
て
も
良
い
民
を
選
別
す
る
差
別
政
策
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
　
前
節
で
挙
げ
た
野
坂
昭
如
、
井
上
光
晴
も
ま
た
、
原
発
あ
る
い
は
被
爆
の
問
題
を
、
部
落
差
別
、
そ
し
て
在
日
朝
鮮
人
差
別
に
重
な
る
－71－
問
題
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
水
上
は
こ
の
時
期
、（
１
）
や
（
２
）
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
年
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
『
金
閣
炎
上
』（
一
九
七
九
年
）
を
完
成
さ
せ
、
仏
教
に
お
け
る
差
別
の
問
題
に
つ
い
て
盛
ん
に
発
言
を
行
い
、
ま
た
特
に
被
差
別
部
落
問
題
に
関
し
て
は
、
差
別
戒
名
の
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
な
発
言
を
行
っ
て
い
た
（
水
上
「
差
別
戒
名
に
つ
い
て
思
う
」『
部
落
解
放
』、
一
九
八
三
年
一
二
月
号
）。
こ
の
時
期
の
文
学
に
お
け
る
原
発
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
反
差
別
を
め
ぐ
る
言
説
の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
水
上
の
原
発
を
め
ぐ
る
発
言
に
は
、
時
に
現
状
を
肯
定
す
る
か
の
よ
う
な
、
故
郷
擁
護
の
立
場
に
立
つ
も
の
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、（
３
）
の
、
一
九
八
一
年
の
敦
賀
原
発
に
お
け
る
放
射
能
漏
え
い
事
故
を
受
け
て
企
画
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
思
想
の
科
学
』
十
一
月
臨
時
増
刊
号
「
原
子
力
の
帝
国
と
辺
境
」
か
ら
、
そ
の
発
言
を
見
て
み
た
い
。
こ
こ
で
水
上
は
、
原
発
の
集
中
立
地
を
受
け
入
れ
た
若
狭
の
人
々
の
中
に
、
遅
れ
た
近
代
化
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。
　
　
　
だ
け
ど
、
私
は
そ
こ
で
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
か
ら
、
こ
う
考
え
る
ん
で
す
ね
。
奈
良
の
二
月
堂
の
お
水
取
り
で
も
、
若
狭
　
　
か
ら
水
を
送
ら
な
け
れ
ば
お
祭
り
が
出
来
な
い
と
昔
か
ら
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
都
の
春
は
若
狭
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ん
で
す
。
現
在
で
　
　
も
や
っ
ぱ
り
電
気
を
送
っ
て
、
都
の
人
が
国
際
会
議
場
で
会
議
を
し
た
り
、
た
ま
に
は
結
婚
式
あ
げ
た
り
な
さ
る
よ
う
に
し
て
や
り
　
　
た
い
、
新
京
極
で
夜
明
け
ま
で
酒
の
ん
で
る
人
た
ち
の
と
こ
へ
も
昼
の
よ
う
明
る
い
灯
を
送
っ
て
あ
げ
た
い
。
こ
う
し
た
若
狭
の
奉
　
　
仕
力
は
平
安
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
な
に
も
さ
か
し
ら
を
立
て
る
ま
で
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
茂
兵
衛
が
大
経
師
に
奉
　
　
公
に
い
き
、
藤
兵
衛
の
ノ
リ
オ
が
玉
寿
軒
に
い
っ
た
み
た
い
な
も
の
で
、
隷
属
、
い
や
参
加
す
る
ち
ゅ
う
の
か
な
、
都
の
文
化
づ
く
　
　
り
に
参
加
し
て
、
し
か
も
物
い
わ
ず
に
果
て
て
ゆ
く
こ
と
が
「
道
」
な
ん
だ
と
い
う
気
持
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
。―
死
屍
累
々
の
　
　
地
図
が
若
狭
の
谷
に
あ
り
ま
し
ょ
う
ね
。
そ
り
ゃ
林
承
賢
み
た
い
に
国
宝
に
火
を
付
け
て
故
郷
へ
戻
っ
て
竹
藪
で
眠
っ
て
い
る
の
も
　
　
い
ま
す
が
。
こ
れ
も
都
会
文
化
へ
若
狭
人
と
し
て
参
加
し
た
一
つ
の
行
き
方
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
そ
う
い
う
行
為
も
で
き
な
い
ま
ま
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マ　
 
マ
　
　
に
、
友
禅
工
場
に
い
っ
て
、
爪
も
染
ま
っ
て
ゴ
ホ
ン
ゴ
ホ
ン
と
咳
い
で
戻
っ
て
き
た
人
た
ち
は
い
た
。
こ
の
人
ら
が
つ
く
っ
た
西
陣
　
　
の
織
物
が
ロ
シ
ア
皇
太
子
へ
の
献
上
品
に
な
っ
て
い
く
。
い
ま
も
何
十
万
円
で
高
級
呉
服
と
し
て
売
れ
て
ゆ
く
。
そ
う
い
う
も
の
を
　
　
作
っ
て
、
ゴ
ホ
ン
ゴ
ホ
ン
し
て
死
ん
で
ゆ
く
人
た
ち
の
霊
魂
の
群
れ
に
私
は
尋
ね
入
り
た
か
っ
た
。
す
る
と
、
古
老
は
い
う
。「
今
　
　
度
は
デ
ン
キ
が
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
結
構
な
こ
と
で
す
の
う
」／
私
に
は
聞
こ
え
て
く
る
ん
だ
な
あ…
…
。若
狭
は
宿
命
的
に
そ
　
　
う
い
う
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
ね
え
。
都
の
背
中
に
あ
っ
て
、
最
頂
点
と
結
ば
れ
な
が
ら
そ
の
こ
と
を
主
張
し
な
い
。
山
に
日
が
当
　
　
た
っ
て
輝
い
て
見
え
る
裏
は
、
翳
っ
た
部
分
で
す
か
ら
ね
。
そ
の
部
分
を
い
つ
も
受
け
と
め
て
生
き
て
い
る
の
が
若
狭
だ
と
思
う
。
　
　
だ
か
ら
せ
め
て
そ
こ
に
私
は
都
に
な
い
雅
を
も
ち
た
い
、
華
や
ぎ
を
も
ち
た
い
と
思
う
。
そ
れ
を
叫
ん
で
死
な
な
い
こ
と
に
は
、　
　
　
「
生
け
る
証
な
し
」
み
た
い
な
物
い
い
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
に
生
ま
れ
た
私
と
し
て
は
。（
傍
線
：
引
用
者
）⑼
　
長
く
引
用
し
た
が
、
こ
こ
で
水
上
は
、
若
狭
の
原
発
を
、
東
大
寺
二
月
堂
へ
の
お
水
送
り
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
平
城
京
の
時
代
か
ら
連
綿
と
続
い
て
い
た
若
狭
の
都
へ
の
「
奉
仕
力
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
「
奉
仕
」
の
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
の
「
死
屍
累
々
」
の
群
れ
に
入
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、「
そ
こ
で
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
」
自
分
の
立
つ
位
置
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
「
最
頂
点
に
結
ば
れ
」
な
が
ら
、
日
の
当
た
ら
な
い
「
翳
っ
た
部
分
」
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
若
狭
の
「
宿
命
」
だ
と
し
た
上
で
、
そ
こ
に
あ
る
「
都
に
な
い
雅
」「
華
や
ぎ
」
を
求
め
た
い
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
の
「
棄
民
」
、差
別
と
い
う
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
被
差
別
的
で
周
縁
化
さ
れ
た
位
置
に
置
か
れ
た
人
々
に
光
を
当
て
て
き
た
水
上
の
姿
勢
が
、
原
発
問
題
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
発
言
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
水
上
の
立
場
は
、
敦
賀
原
発
の
事
故
隠
し
へ
の
批
判
や
、
被
爆
労
働
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
同
誌
同
号
の
誌
面
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
異
質
な
も
の
と
し
て
映
る
。
　
た
だ
し
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
発
言
中
で
水
上
が
「
私
は
そ
こ
で
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
」「
そ
こ
に
生
ま
れ
た
私
と
し
て
は
」
と
、
若
狭
に
生
ま
れ
た
人
間
と
し
て
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
に
お
け
る
水
上
は
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
は
若
狭
の
原
発
立
地
政
策
を
「
棄
民
政
策
」
と
し
て
捉
え
る
よ
う
な
怒
り
を
抱
き
つ
つ
、
さ
ら
に
な
お
、
若
狭
に
生
ま
れ
た
「
私
」
に
し
か
語
－73－
り
得
な
い
言
葉
を
模
索
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
単
純
に
一
つ
の
立
場
、
一
つ
の
声
で
語
り
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
複
数
の
視
点
、
複
数
の
声
に
よ
る
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
小
説
〉
が
試
み
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
問
い
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
節
で
は
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
小
説
〉
と
し
て
の
『
鳥
た
ち
の
夜
』
の
試
み
を
考
え
て
み
た
い
。
三
．『
鳥
た
ち
の
夜
』
に
お
け
る
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
の
試
み
三 
| 
一
．
敦
賀
原
発
放
射
能
漏
え
い
事
故
を
め
ぐ
っ
て
　
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
小
説
で
は
主
人
公
で
あ
る
若
狭
・
大
飯
町
本
郷
在
住
の
元
中
学
教
師
で
あ
る
木
田
が
、
か
つ
て
の
教
え
子
を
追
っ
て
京
都
、
名
古
屋
、
東
京
と
い
っ
た
都
市
を
訪
れ
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
元
生
徒
や
知
人
、
ま
た
偶
然
に
出
会
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
ら
と
、
若
狭
の
原
発
を
め
ぐ
る
会
話
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
話
題
の
呼
び
水
と
し
て
度
々
言
及
さ
れ
る
の
が
、
一
九
八
一
年
に
発
覚
し
た
敦
賀
原
発
一
号
機
の
放
射
能
漏
え
い
事
故
で
あ
る
。
　
敦
賀
原
発
一
号
機
に
お
け
る
放
射
能
漏
え
い
は
、
一
九
八
一
年
四
月
一
四
日
、
福
井
県
衛
生
研
究
所
の
定
点
観
測
で
、
海
藻
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
か
ら
通
常
値
の
一
〇
倍
に
も
な
る
コ
バ
ル
ト
60
と
マ
ン
ガ
ン
54
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
発
覚
に
い
た
っ
た
。
同
一
八
日
、
通
産
省
は
一
号
機
の
一
般
排
水
路
か
ら
高
濃
度
の
放
射
能
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
、
調
査
に
よ
っ
て
敦
賀
原
発
で
は
三
月
八
日
、
高
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
液
を
貯
蔵
す
る
タ
ン
ク
か
ら
廃
液
が
あ
ふ
れ
、
そ
れ
が
床
下
の
一
般
排
水
路
を
通
じ
て
浦
底
湾
に
流
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
継
続
調
査
に
よ
っ
て
、
敦
賀
原
発
に
お
け
る
放
射
能
漏
え
い
事
故
は
一
月
に
も
起
き
て
お
り
、
そ
れ
以
前
を
含
め
計
一
六
回
の
事
故
が
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
事
故
に
よ
る
汚
染
の
影
響
の
深
刻
さ
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
に
報
道
さ
れ
た
と
い
う
⑽
。
　
物
語
の
現
在
は
、
事
故
発
覚
の
同
年
六
月
で
あ
る
。
若
狭
か
ら
最
初
に
訪
れ
た
京
都
・
大
西
貞
之
の
も
と
で
は
、
別
れ
際
に
敦
賀
原
発
の
事
故
隠
し
の
話
題
が
登
場
す
る
。
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「
こ
っ
ち
に
お
る
と
、
な
ん
や
、
危
な
い
も
ん
が
出
来
て…
…
猿
島
は
二
マ
マ足
三
文
の
値
打
ち
し
か
な
い
と
こ
に
な
っ
て
し
も
た
よ
う
に
　
　
思
え
て
た
け
ど
」
／
「
な
ん
で
二
足
三
文
や
」
／
「
わ
か
め
は
売
れ
ん
や
ろ
。
小
鯛
の
さ
さ
漬
け
も
売
れ
ん
や
ろ
。
新
聞
に
出
と
っ
た
　
　
が
、
敦
賀
の
事
故
隠
し
で…
…
」
／
「
敦
賀
に
事
故
か
く
し
の
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
や
け
ど
、
わ
か
め
と
り
は
あ
い
か
わ
ら
ず
や
っ
と
　
　
る
ぞ
、
小
鯛
や
っ
て
売
れ
と
る
ぞ
（
中
略
）
都
会
の
人
ら
は
、
味
噌
も
く
そ
も
一
し
ょ
に
し
て
、
何
ぞ
と
い
う
と
、
若
狭
の
魚
に
ゃ
放
　
　
射
能
が
入
っ
と
る
よ
う
な
こ
と
い
う
が…
…
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ぞ
。
わ
か
め
や
っ
て
二
杯
酢
に
す
る
と
う
ま
い
し
、
い
ご
や
っ
て
あ
　
　
え
も
ん
に
す
る
と
お
い
し
い
が
な
」
／
木
田
は
こ
の
時
、
磯
山
の
顔
が
ち
ら
つ
く
の
を
お
ぼ
え
た
。
／
「
京
に
お
る
と
、
若
狭
は
、
放
　
　
射
能
に
ま
み
れ
た
海
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
ん
、
そ
れ
は
認
識
不
足
と
い
う
も
ん
や
、
貞
之
。
お
前
は
、
自
分
の
生
ま
れ
た
と
こ
　
　
が
、
ぼ
ろ
く
そ
に
い
わ
れ
と
ん
の
を
き
い
て
、
悲
し
い
と
お
も
わ
ん
か
」（
／
は
改
行
、「
京
の
片
隅
」
集
英
社
文
庫
『
鳥
た
ち
の
夜
』
　
　
上
、
集
英
社
、
一
九
八
八
年
二
月
、
七
二 
| 
七
三
頁
）⑾
　
こ
こ
で
大
西
は
、
敦
賀
の
事
故
に
よ
り
、
若
狭
全
体
が
「
わ
か
め
」
や
「
小
鯛
の
さ
さ
漬
け
」
と
い
っ
た
名
産
品
も
売
れ
な
く
な
り
、
特
に
大
飯
原
発
を
抱
え
る
「
猿
島
」（
大
島
）
は
「
二
足
三
文
の
値
打
ち
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
、
近
隣
都
市
か
ら
見
た
若
狭
の
イ
メ
ー
ジ
、
都
市
の
人
々
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
若
狭
の
イ
メ
ー
ジ
を
木
田
に
伝
え
る
。
こ
の
言
葉
を
受
け
た
木
田
は
、
そ
の
よ
う
な
都
会
の
人
々
の
「
味
噌
も
く
そ
も
一
し
ょ
」
に
し
た
物
言
い
に
不
快
感
を
覚
え
、
若
狭
全
体
が
「
放
射
能
に
ま
み
れ
た
海
」
と
捉
え
る
見
方
は
「
認
識
不
足
」
で
あ
る
と
諌
め
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
作
者
の
水
上
は
、
若
狭
の
わ
か
め
が
市
場
で
は
な
く
電
力
会
社
に
買
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
人
公
木
田
に
と
っ
て
は
「
認
識
不
足
」
な
事
実
誤
認
、
す
な
わ
ち
〈
風
評
〉
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
こ
う
し
た
〈
風
評
〉
に
怒
り
を
覚
え
る
木
田
の
様
子
は
、
こ
れ
以
降
の
旅
の
過
程
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
。
京
都
を
辞
し
、
愛
知
県
春
日
井
市
で
時
田
う
め
子
の
居
場
所
を
探
す
場
面
で
は
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
か
ら
「
新
聞
だ
と
、
ど
え
ら
い
廃
液
の
た
れ
流
し
を
か
く
し
と
っ
た
と
出
て
ま
し
た
が…
…
お
そ
ろ
し
い
こ
と
で
す
ね
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
木
田
は
、
情
報
の
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真
偽
よ
り
も
、「
た
れ
流
し
」
と
い
う
物
言
い
そ
の
も
の―
そ
れ
が
木
田
に
と
っ
て
の
〈
風
評
〉
で
あ
る―
に
反
発
し
て
い
る
と
い
え
る
。
「
か
く
し
て
お
っ
た
こ
と
は
事
実
や
が
、
放
射
能
の
た
れ
流
し
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
困
る
な
ァ
」
と
い
い
つ
つ
、
そ
の
情
報
を
訂
正
す
る
た
め
に
続
く「
廃
棄
物
処
理
の
建
物
に
一
般
排
水
路
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
ね
。
そ
こ
か
ら
廃
液
が
出
と
っ
た
こ
と
は
い
え
る
ん
や
が
ね
」⑿
と
い
う
言
葉
に
あ
る
「
廃
液
」
に
、
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
福
井
に
お
い
て
も
報
道
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
⒀
。
つ
ま
り
木
田
に
と
っ
て
は
、
「
た
れ
流
し
」
と
「
廃
液
か
ら
放
射
能
が
漏
れ
て
い
た
」
と
い
う
言
葉
の
間
の
微
細
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
木
田
の
姿
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、「
た
れ
流
し
」
と
い
っ
た
非
難
の
色
を
含
ん
だ
言
葉
が
都
市
部
の
人
々
か
ら
放
た
れ
た
時
の
、
地
元
の
人
々
の
傷
つ
き
そ
の
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
木
田
が
大
西
や
運
転
手
の
発
言
を
「
認
識
不
足
」
や
「
無
智
」
、
す
な
わ
ち
〈
風
評
〉
と
し
て
捉
え
る
背
後
に
は
、
そ
の
よ
う
な
若
狭
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
傷
つ
き
に
対
す
る
防
衛
の
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
の
会
話
で
は
、
そ
の
よ
う
な
防
衛
行
為
と
し
て
の
〈
風
評
〉
が
、
揺
ら
ぐ
瞬
間
も
ま
た
描
か
れ
て
い
る
。
次
は
、
先
の
「
た
れ
流
し
」
を
め
ぐ
る
会
話
の
後
に
続
く
部
分
で
あ
る
。
　
　
「
若
狭
の
周
辺
地
区
の
人
に
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
放
射
能
を
吸
う
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、
解
毒
剤
の
薬
を
の
ん
で
も
ら
お
う
い
う
　
　
て…
…
科
学
技
術
庁
が
、
錠
剤
を
配
給
し
よ
る
と
い
う
話
を
き
き
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
か
な
も
」
／
「
そ
ん
な
ク
ス
リ
の
話
は
き
い
た
　
　
こ
と
も
な
か
っ
た
。
木
田
は
猿
島
に
近
い
本
郷
に
い
る
の
に
、
そ
ん
な
錠
剤
の
配
給
話
が
あ
れ
ば
、
く
み
子
が
い
う
は
ず
だ
っ
た
。
原
　
　
発
ド
ー
ム
か
ら
一
キ
ロ
と
は
な
れ
て
い
な
い
木
田
た
ち
の
町
で
、
そ
ん
な
話
は
き
い
た
こ
と
が
な
い
。（「
た
ん
ぽ
ぽ
」
上
、
一
六
七
頁
）
　
こ
こ
に
登
場
す
る
「
ク
ス
リ
」
と
は
、ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
剤
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
原
発
事
故
の
際
に
放
出
さ
れ
る
危
険
性
の
高
い
ヨ
ウ
素
131―
甲
状
腺
細
胞
を
傷
つ
け
咽
頭
ガ
ン
を
発
生
さ
せ
る―
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
働
き
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
中
島
哲
演
『
原
発
銀
座
・
若
狭
か
ら―
ス
リ
ー
マ
イ
ル
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
そ
し
て
日
本…
』（
光
雲
社
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
）
に
よ
る
と
、
こ
の
薬
品
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の
存
在
は
、
一
九
八
一
年
の
暮
れ
、
各
新
聞
が
ア
メ
リ
カ
の
セ
コ
イ
ア
原
発
の
周
辺
八
キ
ロ
以
内
の
七
〇
〇
〇
世
帯
に
、
電
力
会
社
に
よ
っ
て
ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
剤
が
配
布
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
⒁
。
し
か
し
、
こ
の
報
道
を
受
け
、
中
島
ら
が
翌
年
二
月
に
県
厚
生
部
の
医
務
薬
務
課
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
一
九
八
一
年
度
よ
り
、
国
か
ら
そ
の
購
入
の
た
め
に
九
五
万
円
の
予
算
が
下
り
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、「
住
民
が
動
揺
す
る
」
と
の
理
由
で
薬
品
の
購
入
す
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
中
島
ら
の
追
及
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
敦
賀
保
健
所
と
小
浜
保
健
所
に
若
狭
の
住
民
五
万
人
用
、
一
〇
日
間
分
の
ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
剤
が
購
入
さ
れ
、
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
物
語
上
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
木
田
が
〈
風
評
〉
と
し
て
退
け
て
き
た
都
会
の
人
々
の
持
つ
情
報
と
、
木
田
が
真
実
と
捉
え
る
若
狭
の
人
々
が
持
つ
情
報
と
の
関
係
を
揺
ら
が
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
木
田
が
〈
風
評
〉
と
し
て
捉
え
て
い
た
も
の
は
果
た
し
て
〈
風
評
〉―
「
認
識
不
足
」
や
「
無
智
」
に
よ
る
も
の―
と
い
え
る
の
か
、
む
し
ろ
木
田
た
ち
若
狭
の
人
々
に
こ
そ
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
疑
問
を
浮
上
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
若
狭
を
離
れ
外
部
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
田
の
な
か
の
真
実
、
彼
の
見
て
き
た
世
界
に
は
亀
裂
が
入
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
物
語
の
終
盤
に
至
る
ま
で
、
先
に
見
た
よ
う
な
都
会
の
人
々
が
若
狭
に
向
け
る
言
葉
や
、「
対
岸
の
火
事
」
を
見
る
よ
う
な
「
ぷ
つ
り
と
切
れ
た
感
性
」⒂
に
、
木
田
は
反
発
や
怒
り
の
感
情
を
抱
き
続
け
る
。
木
田
が
旅
先
で
交
わ
す
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
に
は
、「
若
狭
か
ら
く
る
電
力
を
使
わ
な
い
で
は
く
ら
し
て
ゆ
け
な
い
は
ず
」⒃
の
都
会
に
住
む
人
々
を
撃
と
う
と
す
る
思
惑
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三 
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二
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沈
黙
の
若
狭
、
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
の
行
方
　
こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
「
対
岸
の
火
事
」
を
眺
め
る
よ
う
な
都
会
の
人
々
の
態
度
に
出
会
っ
た
時
、
木
田
の
発
言
を
支
え
る
の
が
、
同
じ
く
若
狭
在
住
で
木
田
の
元
同
僚
・
磯
山
の
発
言
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
大
西
と
の
会
話
に
お
い
て
、
木
田
の
脳
裏
に
は
「
磯
山
の
顔
が
ち
ら
つ
」
い
た
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
後
に
続
く
京
都
で
の
座
光
寺
と
の
会
話
に
お
い
て
、
木
田
は
「
磯
山
く
ん
が
ね
、
よ
く
言
う
セ
リ
フ
に
、
都
会
は
原
発
が
な
く
て
は
、
生
き
切
れ
な
い
と
こ
ろ
へ
き
て
い
る
」⒄
と
か
、
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「
あ
の
男
（
引
用
者
注
：
磯
山
）
の
い
う
縁
の
下
の
電
力
説
」⒅
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
磯
山
の
発
言
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
原
発
と
は
都
会
の
問
題
で
も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
遠
回
し
に
訴
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
場
合
に
登
場
す
る
磯
山
の
発
言
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
作
者
水
上
の
対
談
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
で
の
発
言
に
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
作
に
お
け
る
磯
山
は
、
作
者
の
原
発
に
対
す
る
立
場
を
代
弁
す
る
も
の
と
と
れ
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
木
田
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
磯
山
の
発
言
は
、
全
て
過
去
の
も
の
で
あ
り
、
物
語
現
在
に
お
け
る
磯
山
は
「
電
力
会
社
の
小
浜
出
張
所
の
嘱
託
で
、
広
報
を
う
け
も
っ
て
い
る
」⒆
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
原
発
反
対
論
者
と
し
て
、
都
市
の
消
費
文
化
を
批
判
し
て
い
た
磯
山
は
、
既
に〈
転
向
〉
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
「
あ
ん
な
小
さ
な
半
島
に
四
つ
も
原
子
炉
が
で
き
て
大
丈
夫
か
い
の
」
／
木
田
は
、
子
供
の
よ
う
な
質
問
だ
な
、
と
思
い
な
が
ら
き
い
　
　
た
。（「
夜
汽
車
」
上
、
一
〇
頁
）
　
〈
転
向
〉
後
の
磯
山
に
対
し
、
木
田
は
右
記
の
よ
う
に
「
子
供
の
よ
う
な
」
疑
問
を
つ
ぶ
や
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
磯
山
も
ま
た
こ
の
問
い
か
け
に
対
し
、
電
力
会
社
の
建
前
を
伝
え
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
物
語
現
在
に
お
け
る
若
狭
は
、〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
の
成
立
し
得
な
い
、
沈
黙
の
空
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
沈
黙
す
る
若
狭
の
姿
は
、
実
際
に
当
時
反
対
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
の
証
言
に
よ
っ
て
も
現
実
の
も
の
と
し
て
確
認
で
き
る
⒇
が
、
同
時
期
の
水
上
に
も
ま
た
、「
反
対
者
へ
の
差
別
は
強
う
ご
ざ
い
ま
す
ね
」
、「
反
対
者
も
賛
成
の
顔
を
し
て
い
な
い
と
食
っ
て
い
け
ま
せ
ん
か
ら
」
と
、「
隠
し
念
仏
の
時
代
」
21
に
な
っ
た
若
狭
へ
の
発
言
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
鳥
た
ち
の
夜
』
と
は
、
現
実
に
は
叶
わ
な
い
地
元
の
人
々
に
よ
る
原
発
を
め
ぐ
る
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
を
、
木
田
の「
追
加
指
導
」
の
旅
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
可
能
に
さ
せ
た
小
説
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
移
動
が
可
能
に
し
た
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
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〈
あ
た
し
、
田
舎
は
都
会
の
人
に
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
〉／
清
美
も
い
っ
た
。／
〈
そ
う
ね
。
原
発
だ
っ
て
遣
う
側
の
都
会
　
　
に
な
く
て
、
み
な
田
舎
に
あ
る
ん
で
す
も
の
ね
〉／
磯
山
や
清
美
の
い
う
と
お
り
な
ら
、
久
富
の
親
父
の
心
が
く
さ
っ
て
骨
ぬ
き
に
さ
　
　
れ
る
お
そ
ろ
し
さ
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
果
た
し
て
、
そ
の
と
お
り
な
の
か
。
ち
が
う
と
、
木
田
は
思
う
。
都
会
と
田
舎
が
　
　
敵
味
方
の
関
係
で
は
も
う
あ
り
得
な
く
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
、
と
思
う
。（
中
略
）〈
都
会
は
田
舎
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
　
　
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
け
ど
、
そ
の
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る
田
舎
へ
、
帰
り
と
う
な
り
ま
し
た
〉／
と
清
美
は
い
っ
た
の
だ
。／
そ
う
　
　
だ
、
清
美
の
考
え
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
気
が
す
る
。
都
会
は
、
い
ま
は
泥
の
よ
う
な
消
費
文
化
が
渦
を
巻
い
て
い
る
。
一
見
繁
栄
し
　
　
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
じ
つ
は
、
そ
の
繁
栄
も
、
田
舎
を
出
て
き
た
何
万
の
家
出
人
が
、
必
死
で
働
く
基
盤
の
上
に
な
り
た
っ
て
　
　
い
る
。
み
ん
な
田
舎
を
呪
っ
て
出
て
き
た
連
中
な
の
だ
。
そ
の
連
中
を
食
わ
せ
る
た
め
に
、
都
会
は
、
夜
も
泥
の
よ
う
に
光
り
、
昼
は
　
　
な
ま
り
色
の
空
の
下
で
息
づ
い
て
い
る
。（
傍
線
：
引
用
者
、「
都
市
文
化
論
」
下
、
一
二
一 
| 
一
二
三
頁
）
　
名
古
屋
で
行
方
を
く
ら
ま
し
て
い
た
時
田
う
め
子
、
堀
内
清
美
、
倉
田
米
吉
、
そ
し
て
娘
の
理
恵
を
追
う
東
京
の
旅
に
お
い
て
、
木
田
の
中
に
は
こ
れ
ま
で
参
照
し
て
い
た
磯
山
の
発
言
に
対
す
る
疑
問
が
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、「
追
加
指
導
」
を
通
し
て
都
会
に
働
く
地
方
出
身
者
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
木
田
は
、
原
発
問
題
を
都
会
と
田
舎
の
搾
取
｜
被
搾
取
の
関
係
と
し
て
捉
え
る
磯
山
の
立
場
を
乗
り
越
え
、
都
会
と
は
何
か
田
舎
と
は
何
か
を
、
改
め
て
自
分
自
身
の
言
葉
で
思
考
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
木
田
と
元
生
徒
た
ち
と
の
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
も
、
都
会
を
論
じ
、
批
判
す
る
こ
と
か
ら
、
田
舎
を
論
じ
る
こ
と
へ
と
議
論
の
主
軸
を
移
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
時
田
う
め
子
の
死
の
発
覚
後
、
木
田
は
再
び
田
舎
と
都
会
と
を
二
項
対
立
的
に
捉
え
、
時
田
を
死
に
追
い
や
っ
た
「
都
会
の
毒
」22
を
難
じ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
こ
で
行
動
を
と
も
に
す
る
倉
田
は
、
そ
の
都
会
の
人
々
も
ま
た
、「
田
舎
の
あ
る
人
た
ち
」23
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
木
田
に
訴
え
か
け
る
。
倉
田
の
語
る
よ
う
に
、
原
発
や
若
者
の
労
働
力
を
始
め
と
し
て
田
舎
を
搾
取
す
る
都
会
は
、
一
方
で
は
田
舎
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
、
追
い
出
さ
れ
た
人
た
ち
の
集
ま
り
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
時
田
の
父
に
遺
骨
を
受
け
渡
し
、
木
田
、
倉
田
、
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堀
内
、
娘
の
理
恵
が
一
同
に
会
し
た
東
京
で
の
最
後
の
夜
の
場
面
で
も
ま
た
、
そ
れ
で
も
な
お
田
舎
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
木
田
と
、
田
舎
の
「
毒
」
を
知
る
元
生
徒
た
ち
と
の
間
で
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
　
　
「（
前
略
）
結
局
、
先
生
、
田
舎
と
都
会
は
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
、
人
間
が
手
ェ
つ
な
い
で
生
き
て
る
み
た
い
」／「
手
ェ
つ
な
い
で
　
　
か
。
嘘
を
つ
け
」／
木
田
は
声
が
大
き
く
な
っ
た
。／「
手
を
つ
な
い
で
い
た
ら
、
う
め
子
は
こ
ん
な
死
に
方
を
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
　
　
わ
し
の
い
い
た
い
の
は
、
電
気
を
真
夜
中
で
も
皓
々
と
つ
け
て
眠
っ
て
る
人
、
朝
方
ま
で
、
音
楽
き
か
ん
と
眠
れ
ん
連
中
に
は
、
も  
　
　
う
こ
の
世
に
、
漆
黒
の
闇
の
あ
り
が
た
さ
や
、
物
を
考
え
る
夕
方
の
あ
の
グ
レ
ー
の
空
の
い
ろ
の
感
性
は
無
縁
な
ん
や
と
い
う
こ
と
　
　
や
。
そ
う
い
う
連
中
や
か
ら
こ
そ
、
わ
り
き
っ
て
、
別
れ
た
女
房
の
名
義
の
借
金
を
と
り
た
て
ら
れ
た
ん
や
。
わ
し
は
、
そ
う
い
う
　
　
都
会
の
毒
を
に
く
む
。
や
っ
ぱ
り
、
人
間
は
、
人
間
ら
し
ゅ
う
、
あ
さ
ま
し
い
こ
と
や
、
は
ず
か
し
い
こ
と
は
し
な
い
で
生
き
た
方
　
　
が
よ
い
。
も
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
天
地
や
地
に
わ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
天
や
地
の
、
自
然
な
香
り
や
、
ゆ
た
か
さ
が
、
ま
だ
　
　
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
田
舎
が
え
え
。
米
吉
は
、
市
川
に
住
ん
で
て
寺
の
鐘
が
恋
し
い
と
思
う
こ
と
な
い
か
」／「
鐘
？
」／「
そ
う
や
　
　
…
…
」／「
わ
し
ら
、
鐘
の
音
は
し
ら
ん
で
」／
と
米
吉
は
い
っ
た
。（「
旅
の
終
わ
り
」
下
、
二
八
〇 
| 
二
八
一
頁
）
　
木
田
は
こ
こ
で
、
再
び
「
漆
黒
の
闇
の
あ
り
が
た
さ
や
、
物
を
考
え
る
夕
方
の
あ
の
グ
レ
ー
の
空
の
い
ろ
の
感
性
は
無
縁
」
な
都
会
の
非
「
人
間
ら
し
さ
」
を
非
難
し
、
田
舎
に
お
け
る
「
人
間
ら
し
さ
」
を
訴
え
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
若
者
た
ち
の
態
度
は
冷
め
て
い
る
。
引
用
部
後
半
で
、
木
田
が
そ
の
田
舎
の
「
人
間
ら
し
さ
」
の
象
徴
と
し
て
持
ち
出
す
「
寺
の
鐘
」
の
音
を
、
若
者
た
ち
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
戦
時
中
に
供
出
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
鐘
を
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
成
功
し
た
若
狭
人
が
寄
付
を
申
し
込
ん
だ
際
、
鐘
つ
き
に
か
か
る
手
数
を
き
ら
っ
て
、
田
舎
の
人
々
自
身
が
寄
付
を
拒
否
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
木
田
の
言
葉
に
沿
っ
て
い
え
ば
、「
人
間
ら
し
さ
」
を
失
っ
て
い
る
の
は
、
田
舎
も
同
様
な
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
、
木
田
の
原
発
を
め
ぐ
る
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
の
旅
は
、
原
発
に
依
存
し
つ
つ
無
関
心
を
き
ど
る
都
会
を
撃
つ
こ
と
か
－80－
ら
、
同
じ
く
原
発
な
し
に
生
き
ら
れ
な
い
田
舎
を
撃
つ
こ
と
に
行
き
着
く
。「
先
生…
…
や
っ
ぱ
り
、
若
狭
は
長
男
の
国
や
さ
か
い
、
二
男
、
三
男
が
も
ど
っ
て
食
お
う
と
思
う
と
、
原
発
は
、
い
ま
の
九
つ
か
ら
十
六
、
七
く
ら
い
要
る
の
と
ち
が
う
か…
…
」24
と
い
う
倉
田
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
田
舎
に
は
田
舎
の
差
別
的
な
構
造
が
あ
り
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
田
舎
も
ま
た
原
発
を
必
要
と
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
長
男
の
国
」
若
狭
の
地
主
の
家
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
木
田
も
ま
た
、
そ
う
し
た
田
舎
に
お
け
る
差
別
構
造
を
維
持
し
て
き
た
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
木
田
が
旅
の
果
て
に
抱
い
た
の
は
、
大
い
な
る
自
己
嫌
悪
と
徒
労
感
で
あ
っ
た
。
木
田
が
旅
の
間
中
、
し
た
た
め
て
き
た
手
記
の
最
後
は
、
以
下
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。
　
　
　
最
後
の
東
京
の
夜
、
枝
松
に
書
信
を
し
た
た
む
。
気
分
滅
入
り
た
る
深
夜
ゆ
え
、
陰
々
滅
々
の
文
章
な
り
。
／
わ
れ
、
長
く
教
師
　
　
生
活
に
あ
り
し
が
、
結
局
は
一
人
の
子
を
も
幸
福
に
し
得
ざ
り
し
愚
か
な
る
四
十
年
を
実
感
す
。
／
小
雨
い
つ
ま
で
も
窓
を
た
た
く
。
　
　
あ
れ
こ
れ
思
い
め
ぐ
ら
し
、
枕
元
の
ス
タ
ン
ド
の
笠
に
と
ま
り
た
る
蛾
を
見
つ
め
つ
つ
眠
り
に
入
る
（「
旅
の
終
わ
り
」
下
、
二
九
　
　
二
頁
）
四
．
お
わ
り
に
　
以
上
の
よ
う
な
、
田
舎
を
出
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
若
者
た
ち
の
声
も
ま
た
、
若
狭
に
生
ま
れ
た
「
私
」
に
し
か
語
り
得
な
い
声
の
一
つ
で
あ
る
。
二
｜
二
節
で
取
り
上
げ
た
土
方
鉄
と
の
対
談
に
お
い
て
、
水
上
は
故
郷
に
残
る
根
強
い
差
別
の
問
題
に
触
れ
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
　
　
　
根
深
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
か
と
い
う
と
ね
。
私
は
、
き
ょ
う
、
若
狭
に
帰
ん
で
も
ね
、「
六
左
の
つ
　
　
と
」
だ
よ
ね
。（
中
略
）
必
死
に
、
原
発
反
対
を
、
朝
日
新
聞
で
、
や
っ
た
け
ど
25
、「
あ
、
あ
い
つ
が
何
を
い
う
。
九
つ
か
ら
出
た
　
　
や
つ
が
、
何
を
東
京
で
ほ
ざ
い
と
る
ん
や
。
何
を
花
火
あ
げ
て
ん
ね
ん
。
わ
し
ら
の
こ
と
を
、
何
も
考
え
て
へ
ん
ね
や
」
と
。（
中
略
）
－81－
　
　
戻
っ
て
き
た
っ
て
「
ま
あ
、
つ
と
む
さ
ん
、
よ
う
帰
っ
て
き
た
」
と
い
う
の
は
一
握
り
の
人
で
ね
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
あ
っ
て
、
　
　
村
の
こ
れ
か
ら
、
ど
う
せ
ん
な
ら
ん
か
、
と
い
う
問
題
を
言
っ
た
り
す
る
人
は
少
な
い
、
ぼ
く
が
交
流
す
れ
ば
。26
　
こ
の
発
言
は
、
「
村
へ
帰
る
と
阿
呆
あ
つ
か
い
で
す
か
ら
ね
」「
学
校
の
成
績
が
、
そ
ん
な
ふ
う
に
、
ず
ぅ
ー
っ
と
生
き
と
る
」27
と
い
う
京
都
へ
出
た
大
西
の
言
葉
と
重
な
り
合
う
。
こ
こ
で
は
学
生
時
代
の
成
績
が
村
の
人
々
か
ら
の
蔑
視
を
招
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
階
級
や
職
業
、
民
族
の
違
い
28
が
田
舎
に
お
け
る
差
別
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
水
上
文
学
が
一
貫
し
て
描
き
続
け
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
田
舎
批
判
と
い
う
も
の
が
、
原
発
問
題
を
問
う
本
作
の
最
終
的
な
結
論
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
小
説
に
お
け
る
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
は
、
異
な
る
意
見
を
弁
証
法
的
に
止
揚
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
。
「
田
舎
と
都
会
は
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
」「
手
ェ
つ
な
い
で
生
き
て
る
」
と
い
う
前
節
に
引
用
し
た
元
生
徒
の
言
葉
の
よ
う
に
、
都
会
の
消
費
文
化
を
批
判
し
そ
の
犠
牲
に
な
っ
た
田
舎
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
声
も
、
結
果
と
し
て
自
ら
に
犠
牲
を
強
い
る
よ
う
な
田
舎
に
お
け
る
差
別
構
造
を
批
判
す
る
声
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
が
同
等
の
価
値
を
持
つ
も
の
と
し
て
併
存
し
て
い
る
の
が
、
本
作
に
お
け
る
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
旅
の
終
わ
り
の
木
田
の
実
感
の
よ
う
に
、
ぐ
る
ぐ
る
と
行
き
場
の
な
い
徒
労
感
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
る
。
だ
が
こ
の
行
き
場
の
な
さ
こ
そ
が
、「
そ
こ
で
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
」
水
上
が
語
る
一
九
八
〇
年
前
後
の
「
原
発
銀
座
」
若
狭
の
姿
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
⑴
以
下
、
連
載
開
始
順
に
、
京
都
新
聞
、
岩
手
日
報
、
南
日
本
新
聞
、
山
形
新
聞
、
徳
島
新
聞
、
日
刊
新
愛
媛
、
埼
玉
新
聞
、
上
毛
新
　
聞
、
福
井
新
聞
、
い
は
ら
き
（
茨
城
新
聞
社
）、
奈
良
新
聞
、
大
分
合
同
新
聞
、
日
本
海
新
聞
、
北
日
本
新
聞
。
以
上
は
『
鳥
た
ち
の
　
夜
』
下
巻
（
集
英
社
、
一
九
八
四
年
一
一
月
）
記
載
の
ま
と
め
に
よ
る
。
今
後
初
出
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
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⑵
武
田
友
寿
「
解
説
」（
集
英
社
文
庫
『
鳥
た
ち
の
夜
』
下
巻
、
一
九
八
八
年
二
月
）、
市
川
直
子
「
水
上
勉
「
鳥
た
ち
の
夜
」
と
高
村
薫
　
「
神
の
火
」―
原
発
と
小
説
」（『
群
系
』
第
二
九
号
、
二
〇
一
二
年
七
月
）
を
参
照
。
　
⑶『
い
ま
こ
そ
私
は
原
発
に
反
対
し
ま
す
。』（
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
二
七
八
頁
よ
り
引
用
。
　
⑷
水
上
は
、
後
年
の
エ
ッ
セ
イ
『
植
木
鉢
の
土
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
、
一
滴
文
庫
設
立
の
頃
（
一
九
八
四
　
年
一
〇
月
本
館
竣
工
、
一
九
八
五
年
三
月
開
館
）
を
振
り
返
り
、
そ
の
頃
の
自
分
を
「
原
発
推
進
派
か
ら
は
射
殺
も
さ
れ
か
ね
な
い
反
　
原
発
の
闘
士
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
が
、『
鳥
た
ち
の
夜
』
連
載
時
期
に
お
け
る
水
上
の
具
体
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
の
発
言
は
、
次
　
節
で
検
討
す
る
。
　
⑸『
若
狭
が
た
り―
わ
が
「
原
発
」
撰
抄
』（
正
津
勉
編
、
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
六
頁
よ
り
引
用
。
　
⑹
以
下
の
記
述
は
、
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
福
井
県
民
会
議
『
若
狭
湾
の
原
発
集
中
化
に
抗
し
て―
市
民
　
が
訴
え
続
け
た
四
半
世
紀
の
軌
跡
』（
原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
福
井
県
民
会
議
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）、
小
野
一
『
地
方
自
治
と
脱
　
原
発―
若
狭
地
方
の
地
域
経
済
を
め
ぐ
っ
て
』（
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
二
月
）。
　
⑺
次
に
上
げ
た
（
１
）
に
お
い
て
水
上
は
、
一
九
七
九
年
以
前
に
福
井
県
の
原
発
建
設
に
対
し
、『
朝
日
新
聞
』
紙
上
で
「（
反
対
を
）
　
必
死
に
、
や
っ
た
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
一
九
六
〇
年
代
〜
七
〇
年
代
の
『
朝
日
新
聞
』（
全
国
版
）
で
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
記
　
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
、
地
方
版
や
他
紙
も
含
め
た
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
　
⑻
市
川
白
弦
・
水
上
勉
「
宗
教
者
の
資
質
を
問
う
」（『
現
代
の
眼
』
一
九
八
一
年
八
月
号
）
よ
り
引
用
。
　
　
以
下
、
こ
の
発
言
に
続
く
部
分
で
は
、
そ
の
「
民
衆
の
地
獄
」
に
降
り
て
行
く
数
少
な
い
宗
教
者
と
し
て
、
原
発
立
地
を
拒
否
し
た
　
小
浜
市
蓮
性
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
笹
井
昭
道
、
ま
た
先
述
し
た
明
通
寺
副
住
職
（
当
時
）
の
中
島
哲
演
に
言
及
し
て
い
る
。
笹
井
昭
道
　
は
、
托
鉢
行
脚
に
よ
り
行
政
を
動
か
し
、
内
外
海
半
島
と
小
浜
市
街
と
を
繋
ぐ
旧
阿
納
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
（
一
九
六
六
年
、
新
阿
納
ト
　
ン
ネ
ル
開
通
は
二
〇
〇
一
年
）
の
功
労
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
末
、
こ
の
内
外
海
半
島
の
御
所
平
に
、
関
　
西
電
力
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
立
地
計
画
が
浮
上
し
た
が
、
内
外
海
漁
協
が
そ
の
計
画
に
強
く
反
対
し
、
そ
の
声
が
全
市
に
波
及
、
　
⑵
武
田
友
寿
「
解
説
」（
集
英
社
文
庫
『
鳥
た
ち
の
夜
』
下
巻
、
一
九
八
八
年
二
月
）、
市
川
直
子
「
水
上
勉
「
鳥
た
ち
の
夜
」
と
高
村
薫
　
「
神
の
火
」―
原
発
と
小
説
」（『
群
系
』
第
二
九
号
、
二
〇
一
二
年
七
月
）
を
参
照
。
　
⑶『
い
ま
こ
そ
私
は
原
発
に
反
対
し
ま
す
。』（
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
二
七
八
頁
よ
り
引
用
。
　
⑷
水
上
は
、
後
年
の
エ
ッ
セ
イ
『
植
木
鉢
の
土
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
、
一
滴
文
庫
設
立
の
頃
（
一
九
八
四
　
年
一
〇
月
本
館
竣
工
、
一
九
八
五
年
三
月
開
館
）
を
振
り
返
り
、
そ
の
頃
の
自
分
を
「
原
発
推
進
派
か
ら
は
射
殺
も
さ
れ
か
ね
な
い
反
　
原
発
の
闘
士
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
が
、『
鳥
た
ち
の
夜
』
連
載
時
期
に
お
け
る
水
上
の
具
体
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
の
発
言
は
、
次
　
節
で
検
討
す
る
。
　
⑸『
若
狭
が
た
り―
わ
が
「
原
発
」
撰
抄
』（
正
津
勉
編
、
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
六
頁
よ
り
引
用
。
　
⑹
以
下
の
記
述
は
、
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
福
井
県
民
会
議
『
若
狭
湾
の
原
発
集
中
化
に
抗
し
て―
市
民
　
が
訴
え
続
け
た
四
半
世
紀
の
軌
跡
』（
原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
福
井
県
民
会
議
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）、
小
野
一
『
地
方
自
治
と
脱
　
原
発―
若
狭
地
方
の
地
域
経
済
を
め
ぐ
っ
て
』（
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
二
月
）。
　
⑺
次
に
上
げ
た
（
１
）
に
お
い
て
水
上
は
、
一
九
七
九
年
以
前
に
福
井
県
の
原
発
建
設
に
対
し
、『
朝
日
新
聞
』
紙
上
で
「（
反
対
を
）
　
必
死
に
、
や
っ
た
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
一
九
六
〇
年
代
〜
七
〇
年
代
の
『
朝
日
新
聞
』（
全
国
版
）
で
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
記
　
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
、
地
方
版
や
他
紙
も
含
め
た
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
　
⑻
市
川
白
弦
・
水
上
勉
「
宗
教
者
の
資
質
を
問
う
」（『
現
代
の
眼
』
一
九
八
一
年
八
月
号
）
よ
り
引
用
。
　
　
以
下
、
こ
の
発
言
に
続
く
部
分
で
は
、
そ
の
「
民
衆
の
地
獄
」
に
降
り
て
行
く
数
少
な
い
宗
教
者
と
し
て
、
原
発
立
地
を
拒
否
し
た
　
小
浜
市
蓮
性
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
笹
井
昭
道
、
ま
た
先
述
し
た
明
通
寺
副
住
職
（
当
時
）
の
中
島
哲
演
に
言
及
し
て
い
る
。
笹
井
昭
道
　
は
、
托
鉢
行
脚
に
よ
り
行
政
を
動
か
し
、
内
外
海
半
島
と
小
浜
市
街
と
を
繋
ぐ
旧
阿
納
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
（
一
九
六
六
年
、
新
阿
納
ト
　
ン
ネ
ル
開
通
は
二
〇
〇
一
年
）
の
功
労
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
末
、
こ
の
内
外
海
半
島
の
御
所
平
に
、
関
　
西
電
力
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
立
地
計
画
が
浮
上
し
た
が
、
内
外
海
漁
協
が
そ
の
計
画
に
強
く
反
対
し
、
そ
の
声
が
全
市
に
波
及
、
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一
九
七
一
年
の
「
原
発
設
置
反
対
小
浜
市
民
の
会
」
に
結
び
つ
き
、
翌
年
、
当
初
は
原
発
誘
致
に
積
極
的
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
鳥
居
史
　
郎
市
長
の
判
断
に
よ
っ
て
断
念
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
反
対
運
動
の
発
端
と
な
っ
た
内
外
海
漁
協
の
姿
勢
を
支
え
た
の
が
、
こ
の
ト
ン
　
ネ
ル
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
地
域
の
人
々
の
経
済
と
生
活
の
た
め
の
基
盤
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
中
嶌
哲
演
・
土
井　
淑
平
編
『
大
　
飯
原
発
再
稼
働
と
脱
原
発
列
島 
』
批
評
社
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
参
照
）。
　
⑼
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
な
ぜ
ふ
る
さ
と
を
め
ざ
す
の
か
」（
聞
き
手
・
鶴
見
俊
介
、『
思
想
の
科
学
』
一
九
八
一
年
一
一
月
号
）
よ
り
引
用
。
　
⑽
前
掲
、
原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
福
井
県
民
会
議
『
若
狭
湾
の
原
発
集
中
化
に
抗
し
て―
市
民
が
訴
え
続
け
た
四
半
世
紀
の
軌
跡
』
　
一
八 
| 
一
九
頁
参
照
。
　
⑾
以
下
、『
鳥
た
ち
の
夜
』
の
引
用
は
、
集
英
社
文
庫
『
鳥
た
ち
の
夜
』
上
下
（
集
英
社
、
一
九
八
八
年
二
月
）
に
よ
る
。
以
降
は
章 
　
題
と
上
／
下
、
ペ
ー
ジ
数
の
み
示
す
。
　
⑿
以
上
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」
上
、
一
六
六
頁
よ
り
引
用
。
　
⒀『
福
井
新
聞
』
一
九
八
一
年
四
月
一
九
日
一
面
「
敦
賀
原
発
で
放
射
能
漏
れ
」
等
を
参
照
。
　
⒁
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
報
道
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
記
事
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
。『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
一
二
月
二
日
三
　
面
「
周
辺
住
民
に
医
薬
品　
原
発
事
故
に
備
え　
米
で
論
争
」。
　
⒂「
伏
見
東
柳
町
」
上
、
八
八
頁
。
　
⒃
同
右
。
　
⒄「
伏
見
東
柳
町
」
上
、
八
八
頁
。
　
⒅「
伏
見
東
柳
町
」
上
、
九
〇
頁
。
　
⒆「
夜
汽
車
」
上
、
八
頁
。
　
⒇
前
掲
、
中
島
哲
演
『
原
発
銀
座
・
若
狭
か
ら
』。
　
21
前
掲
、
市
川
白
弦
・
水
上
勉
「
宗
教
者
の
資
質
を
問
う
」。
－84－
　
22「
旅
の
終
わ
り
」
下
、
二
八
〇
頁
。
　
23「
骨
」
下
、
二
〇
五
頁
。
　
24「
旅
の
終
わ
り
」
下
、
二
八
六
頁
。
　
25
注
⑺
を
参
照
。
　
26
水
上
勉
・
土
方
鉄
「
差
別
と
文
学
（
中
）」『
部
落
解
放
』
一
九
七
九
年
五
月
号.
。
　
27「
京
の
片
隅
」
上
、
五
七 
| 
五
八
頁
。
　
28
前
掲
水
上
勉
・
土
方
鉄
「
差
別
と
文
学
（
中
）」
に
は
、
先
の
引
用
の
あ
と
、
水
上
の
故
郷
に
お
け
る
「
朝
鮮
人
部
落
」
へ
の
差
別
　
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
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